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 司 会： 鈴木修 会場監督 

点 鐘： 山下善彦 会長 

ロータリーソング  

「それでこそロータリー」 

 

 

㈱天峰 代表取締役 

   澤元 教哲様（磐田 RC） 

 

 

浜松 RC  有澤 克夫様 

 

 

 

 今年度の地区大会が 12日に焼津

で開催されました。山梨、静岡から

1500 名の会員が参加しました。新

会員の皆様にとっては初めての大

きな大会でしたので、それぞれ感想

を持たれた事と思います。 

 本年もあと 12月のみとなりまし

た。7月に掲げた目標も何とか進ん

でいると思います。まず、会員増強

は、お陰さまでこの 12月にまた１

人入会予定で、全体で 10名入会に

なります。目標を達成しました。竹

山委員長はさらに 10名入れると頑

張っています。 

次にロータリーの原点を見つめ

直すという目標については、過日の

ファイヤーサイドミーティングで

の意見を今後活かして行きたいと

思います。 

他クラブと交流という目標につ

いては、合同例会を何回か開催し

ました。また、規律のとれたロー

タリー、会員同士のコミュニケー

ションについては、目に見えるも

のではありませんので、会員の皆

さんが自覚できるようフォローし

たいと思います。  

 

 

 

・先日の江之島高校の環境ポスタ

ーが出来上がりました。クリアフ

ァイルを皆様に配布しました。 

・11月 12日の地区大会は 11名が

参加しました。懇親会の大抽選会

では 2 番目の賞にあたるマグロの

大きなブロックが当たりました。 

・第 5 回理事会議事録を送付しま

したので御確認ください。 

・新会員候補者、後藤様のオリエ

ンテーションを開催しました。都

合で次週入会式を行います。 

・先日配布のガバナー月信に 7 月

入会の新会員紹介が載っています

のでご覧ください。 

・次週は年次総会です。 

 

【米山功労者】 

 河村基夫さん  鬼頭秀行さん 

 御室健一郎さん 井田一芳さん 

 髙橋宣光さん 

 

 

 

 

☆佐藤芳一 クラブ研修リーダー 

 

 「四つのテスト」はいつできた

でしょうか？ 

 

 

♪山下善彦さん、渥美聡一郎さん 

 本日のゲストは㈱天峰建設の澤

元教哲様です。普段なかなか聞け

ないようなお話が伺えるのではな

いかと楽しみにしております。宜

しくお願い致します。 

 

 

会長挨拶会長挨拶会長挨拶会長挨拶    
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スマイルスマイルスマイルスマイル    
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スマイルスマイルスマイルスマイル    
  

 

 

紹介：河村基夫社会奉仕委員長 

 

 澤元さんは神社仏閣、屋台の設計

施工をなさっています。磐田 RCの

次期エレクトだそうです。 
＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ 

 

 宮大工で、神社仏閣を専門に、新

築と文化財の保存、修理工事をして

います。 

 今日は石の上に載せて建てる昔

ながらの「石場建て工法」について

話をしようと思います。先日初生町

のお寺の本堂を国の適合判定を受

けて行ないました。静岡県で 2例目

全国的にも珍しい仕事でした。 

 国の許可を得るまでに京大や金

沢工業大の先生が色々な実験を繰

り返しました。震度 7の阪神淡路と

同じ震度で実験しました。筋交いを

一切使わない土壁の建物と、筋交い

をいれた建物で比べましたが、筋交

いのない建物がきれいに揺れを受

け流しているのが分かります。足元

を見ると、持ちあがったりして動き

ます。足元はかなり動きますが、留

めると倒れてしまい、揺らすことで

免震になっています。これが日本古

来の伝統工法の力です。 

 阪神の時にも 10センチぐらい動

いていましたので、大きな石を持っ

てくれば大丈夫です。地震と同じよ

うに揺れるので、家具も倒れませ

ん。足元を留めていなくても、筋交

いがあると家具は倒れてしまいま

す。硬くすればするほど反発して重

いものは跳んでしまいます。 

 次は磐田市の県指定の文化財の

全解体修理をした時の映像です。

400年弱、年数が経っています。数

年前大きな台風が直撃し、こけら葺

きの屋根に穴があいたりし、全解体

となりました。順番に腐っている所

を調べていきましたが、文化財は新

しい材料をいれるのは 30％。同じ

時代の工法を使って、修理をするの

が基本です。400年前の同じ技術で

修理をします。礎石は触らないので

すが、調整のために腐った部分を取

り除き、新しい部分を差し込みまし

た。新しい材料と古い材料は高さが

違いますが、100年経つと同じにな

るという計算の下修理をします。腐

った所を直していくのは新築より

手間のかかる根気のいる仕事です。 

 修理は解体したものを持ち出せ

ないので現場で作業をします。どう

しても必要な時は県の許可をとり

ます。材料も同じです。「手斧（ち

ょうな）」という道具を使い、手作

業をします。桔木（はねぎ）は新し

いものを作りました。こけら葺きは

材料を割って剥（へ）いでいきます。

鉋や鋸で挽くとそこから水がしみ

込んでしまいます。薄い鉈で剥い

で、重ねていきます。ふきあしが 3

センチ。留めるのは竹釘です。工期

は約 1年。文化財はどこを直したか

分からないのがちょうどいい直し

方ですが、屋根は 30年も持たない

ので葺き替えることになります。 

 今から見る映像も石場建て工法

です。節があっても本物を作ろう、

1000 年持たそうを合言葉に建てま

した。木と木を組み合わせ、柱の上

とは 1センチ段差があります。最初

から平らにすると、木が痩せて緩ん

でしまいます。柏の木でボルトの代

わりとなる楔をうちます。木と鉄は

相性が悪く緩んでしまいますが、木

と木なので緩まないという特徴が

あります。 

 ますぐみは、地震の時に上と下と

で揺れが変わるので、全体が動かず

地震を吸収する部材です。この建物

は鎌倉時代の建築様式をそのまま

取り入れています。普通は天井を後

から張りますが、昔は先に天井を組

み込んでいきました。ますの空きは

9センチぐらいです。枝割法は、寸

法ではなく柱間の大きさを決める

基準です。垂木と垂木の本数を 1

本 1本の空きで収めていきます。 

軒先が出るので、檜の丸太の桔木

を突っ込んで、上から加重が来ると

軒があがっていくようになってい

ます。これが鎌倉時代の特徴で、よ

く見ると壁の開きが違います。柱の

長さを変えてあり、隅伸び工法とい

います。人間の目線はまっすぐなも

のをみると両端が下がって見える

ので、視覚で上げています。 

屋根の曲線は時代によって、勾配

が違います。瓦に振った雨が早く流

れていく方法です。水が勢いよく流

れるように下が深くなり、スキーの

ジャンプ台も同じような曲線です。

時代によって違っていて、日本は和

様式、折衷様式、唐様式、天竺様式

が基本になっていて、それを崩さな

いように技術を継承していきたい

ものです。 

垂木は釘で止めます。和釘は白鳳

時代のものです。1000 年釘といっ

て、全然錆びて来ません。かなり鍛

えて不純物を飛ばしています。釘は

中に節があると、これを避けて中に

入っていきます。柔らかい部分と硬

い部分とわけてあって、まっすぐ目

にそっては言って行くようにつく

ってあります。今日本でこれを作れ

るのは一人だけです。和釘は洋釘と

違って抜けやすいのです。洋釘は錆

びますが日本の釘は錆びないので

抜けます。ですから解体ができま

す。100年ごとに屋根替えをし、300

年経ったら全解体をする。最初から

解体出来るように組んであるので

す。将来文化財になるようにと、仕

事がされています。特に大工は棟札

があり、棟梁の名前が書いてあるの

で、100年後に名前が出てきた時に

「いい仕事したね」と言われたいも

のですから、手抜きはできません。

厳しい世界がありますが、やりがい

もあります。 

卓話「日本古来の美しい建築を卓話「日本古来の美しい建築を卓話「日本古来の美しい建築を卓話「日本古来の美しい建築を    
後世へ」後世へ」後世へ」後世へ」    

≪出席報告≫ 

長坂 伸二 出席委員 

 

会員数      ５１名 

出席者数     ３５名 

出席算定会員数  ４６名 

出席率     ７６.０８％ 

前々回出席者   ３７名 

前々回出席率  ８０．４３％ 


